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＜事業概要＞
■東邦ガス㈱が家庭用燃料電池（エネファーム）計５台を愛知県内の一般住宅にそれぞれ設置し、定格出力で
運転し、余剰電力を系統に逆潮流させることで省エネ効果を得る。

ディマンドリスポンスの必要性①家庭用燃料電池における余剰電力の電気系統への逆潮流実証
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＜事業のポイント＞（電気・熱利用）
■現行のエネファームは、家庭内の電力負荷に追従して発電する運転方式を採用しているため、家庭内の電力
負荷が定格出力よりも小さい場合には、総合効率が低下してしまうという課題がある。

■本実証では、エネファームを定格出力で運転し、余剰電力を系統側に逆潮流させることで、発電効率を向上さ
せ、省エネ化を図る。

事業のポイント 年間導入効果（試算）

エネファームの逆潮流による効果は以下の通り。
省エネルギー率： ３２．８％
省エネルギー量： ２．８ｋＬ
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家庭用燃料電池における余剰電力の電気系統への逆潮流実証
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＜事業のポイント＞（省エネ効果計測、非常時対応）
■省エネ効果の定量化においては、エネルギーインプットと電気・熱負荷を精緻に計測。
■本件事業に用いるエネファームはすべて、停電時発電継続機能を有し、停電した場合においても、エネファー
ムの発電電力を利用することが可能。

省エネ効果の計測

家庭用燃料電池における余剰電力の電気系統への逆潮流実証

非常時対応

エネファーム本体に停電時発電継続機能を内蔵

停電時発電継続機能により、停電時であっても生活基盤
の維持が可能。以下はその例。
①テレビ・パソコンなどの情報家電の利用が可能。
②照明器具の利用による夜間の安全確保。
③携帯電話の充電などによる通信手段の確保。
④給湯・暖房の利用が可能。
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